
当事者が主体的に選択・参画できる社会の実現

NPO法人子育てひろば全国連絡協議会

認定NPO法人びーのびーの

理事長 奥山千鶴子

人生のスタートを孤立させない
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知り合いもおらず、地理もわから
ない土地で子育てのスタートは
とても辛かった。家の中で赤ちゃ
んを抱えひどく追い詰められて
いたと思う。

息子はトラブルメーカー。
「私の育て方のせいなの
か」とひどく落ち込んだ。

産休前は教師としてバリバリ
働いていたのに、社会からの
疎外感。息子はアトピー。そ
れでも周囲に弱さを見せられ
ずにいた。

ひろば全協発行
「子育てひろば０１２３育ちの詩」から

24時間休みなしの育児。「この子
は、自分を困らせるためにいる
のでは？」こんな考えがよぎる自
分に罪悪感を覚える。

子育て家庭の孤独・孤立・とまどい
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Q. はじめてのお子さんが生まれる前に、赤ちゃんの世話をしたことがありましたか。

平成30年11月実施「横浜市子ども・子育て支援事業計画の策定に向けた利用ニーズ把握
のための調査」より作成

ある

25.2%

ない

74.4%

無回答

0.4%

未就学児保護者へ
の調査
平成30年 N=28,721

赤ちゃんの世話の経験
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出身地：（2021年）
・母親が横浜市外
（アウェイ育児）

65.3％
・父親が横浜市外

72.1％

©港北区ミズキー

コロナの影響を受ける、出産前後の子育て家庭
（横浜市港北区、里帰りの状況と手伝いの有無に関する３か年比較）

48.7%

39.1%

36.3%

30.1%

27.4%

26.8%

13.1%

17.1%

15.8%

9.3%

13.6%

17.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2019年

2020年

2021年

里帰り出産

里帰りなし・手伝いあり（一定期間）

里帰りなし・手伝いあり（必要な時）

里帰りなし・夫婦のみ

コロナ影響前

調査実施時期： 202１年10～11月 配布数：225 回収数：190 （回収率84.4％）

2020年10～11月 配布数：400 回収数：368 （回収率92％）

2019年5～6月 配布数：400 回収数：236 （回収率59.0％）

港北区地域子育て支援拠点どろっぷと港北区役所が協働で実施
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地域社会の互助機能も失われ密室育児になりがち

▼

０・１・２・３才児の育児…子どもの成長の土台づくりの大切な

時期に親の影響力は強い

▼

親子が密室育児にならないよう 共に学び育ち合う場を

▼

地域のシニアやボランティアの力を借りて

みんなで子育てをする環境づくり

▼

活力ある地域社会を作り出すと共に

新たな社会システムの基盤に

認定NPO法人びーのびーの 基本理念

Ⓒ 2020 認定NPO法人びーのびーの
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●地域子育て支援拠点事業（3ヶ所） 横浜市補助事業、委託事業

おやこの広場びーのびーの
港北区地域子育て支援拠点どろっぷ
港北区地域子育て支援拠点どろっぷサテライト

・ファミリー・サポート･センター事業（どろっぷ内）
・利用者支援事業基本型（どろっぷ、サテライト内）
・一時預かり事業（どろっぷ、サテライト内）

●横浜市認可保育所 ちいさなたね保育園（60人定員）

２０２０年４月より、小規模保育から認可保育所へ

●地域福祉交流スペースCOCOしのはら
２０１７年より、介護予防・日常生活支援サービス補助事業通所型

●産前産後ヘルパー派遣事業
2019年より、横浜市委託事業

●子育て支援スペースCOCOひよし
２０２０年８月オープン 自主事業

認定NPO法人びーのびーの事業概要
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講座のプログラム開発・全国規模・
市町村単位での研修

地域子育て支援拠点研修
基礎研修・応用研修・中堅者研修
予防型プログラム研修
ひろばコンサルテーション
テーマ別交流会・ブロック別交流会
地域子育て支援士二種・一種養成講座
子育て支援コーディネーター養成講座
利用者支援スキルアップ講座
リーダーシップ研修
オンライン子育て支援入門講座
子育てひろば総合補償制度（ひろば保険）

会員総数：1４１０会員 (202２年９月8日付)

団体会員：1266
個人会員： 144

NPO法人子育てひろば全国連絡協議会
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調査研究・出版・研修

地域子育て支援拠点で取
り組む 「利用者支援事業

のための実践ガイド」

「詳解地域子育て支援拠点
ガイドラインの手引～子ど
も家庭福祉の制度・実践を
ふまえて」

拠点だからこそできる切れ目ない支援を実践する応援プロジェクト

プレママ・プレパパ応援プロジェクト

「企業労務担当者向けリーフレット」

プレママ・プレパパに地域子育て支援拠点のことを知ってもらい、
出産後の利用につながるよう、母子保健機関や企業向けのポスター、
チラシを作成、拠点事業者に研修も実施。

はじめてみよう予防型プログラム～
地域子育て支援拠点職員が実施する
ための手引～

大人の子どもへの
避けたいかかわり
を予防するグルー
プワークを活用し
たプログラム

「プレママ・プレパパ向けポスター」

「専用WEBサイト
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親子のウェルビーイングを高める

子ども（乳幼児）

国・地方自治体

親や養育者

事業主・企業

・親同士の主体的な学びや活動の機会
がある

・地域の情報にアクセスしやすい
・身近な相談場所がある
・社会から応援されていると実感
できる

・ライフスタイル選択ができる

・大人から受容される
・自発的な遊び・育ち合いが保障される
・応答的に関わってもらえる
・親以外の子どもや大人とのかかわり
が持てる

・社会から祝福されていると感じられる

・産休・育休の保障と復帰後の支援
含めたダイバーシティ＆インクル
ージョンの更なる展開

・多様な就業スタイルの保障
・シニア世代のNPOや子育て支援就労
促進

・第3期子ども・子育て支援事業計画の
見直し（子ども・若者ヒアリング）

・事業実施状況の自治体別公表
・当事者が主体的に選択・参画できる
・情報提供・申請方法・支払方法等の

DX化促進

こども大綱に向けて、お伝えしたいこと
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子どもが自発的に遊び・育ち合う環境を地域につくる！

◆大人から受容される

◆子ども集団の中で、自然かつ自発的な遊び・育ち合いが
保障される

◆応答的に関わってもらえる

◆親以外の子どもや大人とのかかわりが持てる

◆社会から祝福されていると感じられる

子ども（乳幼児）のウェルビーイング
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平成12年頃より、区内9校のうち4校の中学校が実施。

学校が主体となり、地域の民生員主任児童委員、地域子育て支援拠点、保育園等との連携、

協力により開催。

（横浜市港北区） 中学生 乳幼児ふれあい体験授業

体験後、まちで中
学生に声をかけら
れてうれしかった
と、乳幼児保護者
から話があった。

56%31%

7%6%

事前

とてもそう思う そう思う

思わない まったく思わない

80%

15%
2%3%

事後

とてもそう思う そう思う

思わない まったく思わない

中学生の気持ちの変化

乳幼児保護者の気持ちの変化

中学生が素直で身近な存在として認識され、子どもの成長、
未来が楽しみだ、との気持ちが語られた。

Q.乳幼児は、かわいいと思いますか？
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さまざまな体験機会の提供

◆小学生の総合学習

◆中学生の職業体験、赤ちゃんとのふれあい体験授業

◆高校生の家庭科授業、単位制ボランティア

◆大学生のフィールドワーク、インターンシップ
サービスラーニング、卒論や研究サポート

◆保育・教育、看護・保健、医療などの実習生

赤ちゃんとのかかわりを次世代へ
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親同士が主体的に活動・学べる場をつくる！

◆親同士の主体的な学びや活動の機会がある

◆地域の情報にアクセスしやすい

◆身近な相談場所がある

◆社会から応援されていると実感できる

◆自分たちなりのライフスタイル選択ができる

親のウェルビーイング

オンライン両親教室の
あと、拠点で沐浴体験大人の子どもへの避け

たいかかわりを予防する
グループワークを活用
したプログラム

テーマを決めたグループ
ワーク

例：夜泣きどうしてる？
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ＤＯＯＲＳ ボランティア募集
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子育て応援隊
缶バッジ

わたしの「ちょっと」×
あなたの「ちょっと」

子育て当事者グループ
「こうほく net ほいっぷ」
デザインから子育て当事者が参画

主体的に活動する親たち
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仕事と子育てを男女ともに担い、多様な就業・生活スタイルが
保障される社会へ！

◆育休・産休の保障と復帰後の支援含めたD＆Iの更なる展開

◆多様な就業・生活スタイルの保障

◆シニア世代のNPOや子育て支援ボランティア・就労促進

事業主・企業の努力

企業向けリーフレット 企業向け研修

育休取得者に
お渡しください。
全国に、7800
か所の地域子育
て支援拠点があ

ります。
妊娠・出産・子育
てを応援しま

す！

子育てを
ちょっと
体験して、
両立のヒ
ントを！
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仕事と子育ての両立
理想と現実のギャップを解消する

13.6 

34.0 

28.6 

13.5 

53.0 

43.4 

48.1 

65.8 

32.3 

21.7 

22.7 

19.2 

1.1 

0.9 

0.6 

1.5 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0 120.0

日本（n=1,372）

フランス(n=1,000)

ドイツ(n=1,022)

スウェーデン

（n=1,000)

仕事と家庭生活と個人の生活の優先度に

ついての希望（2020年）

仕事を優先 家庭生活を優先

個人の生活を優先 無回答

51.8 

38.6 

32.3 

32.0 

34.8 

40.4 

45.8 

51.3 

12.2 

19.8 

20.8 

15.3 

1.2 

1.2 

1.1 

1.4 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0 120.0

日本（n=1,372）

フランス(n=1,000)

ドイツ(n=1,022)

スウェーデン

（n=1,000)

仕事と家庭生活と個人の生活の優先度に

ついての現実（2020年）

仕事を優先 家庭生活を優先

個人の生活を優先 無回答

ワーク・ライフ・バランスについては、理想と現実の間のギャップが大きい。

出典：令和2年度少子化社会に関する国際意識調査 （2021年3月 内閣府）

（％） （％）
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国・地方公共団体の責務

●こどもまんなか社会を実現する自治体の体制見直し
（市区町村の政策のまんなかに位置づけ）

●第3期子ども・子育て支援事業計画の見直し
委員の主体的な参画と計画の再構築
（子ども・若者・子育て当事者へのヒアリング）

●都道府県による事業実施状況の公表と支援
（特に妊娠期から2歳までに使えるサービスが
増えない・誰でも使えるようになっていない）

●当事者が主体的に選択・参画できる環境を
（選択できるほどのメニューの用意を！）

●情報提供・申請方法・支払方法等のDX化促進
●財源の確保
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内閣官房まち・ひと・しごと創生本部

少子化対策地域評価ツール～地方公共団体における「地域アプローチ」

の推進～ 参照

自治体における地域アプローチ

①部局横
断的な検
討体制の
構築

②客観的指標
の分析による
地域特性の
見える化

④地域の
強み・課
題の分析

⑤対応策
の検討

③主観調査に
よる地域特性
の把握

地方創生担当、総合企画担当、子育て支援担当、地域福祉担当、
商工雇用担当、学校・幼児教育担当、観光担当、まちづくり担当

等々

ワーク
ショップ
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